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各クラス共通

1. 授業の概要（ねらい）
　中国語未経験の学生を対象に、中国語初級の授業を行います。発音、ピンインの読み方・書き方、簡体字の習得及び初
歩的な文法を学ぶとともに、簡単なあいさつや日常会話を習得し、基礎的な文章を理解できるようになることをめざします。
　基本的に毎回教科書に沿って文法ポイントの解説を行なった後に本文を練習し、本文をもとに会話場面を設定して学生
中心の会話練習を行い、その後トレーニング問題を解いていく形式で授業を進めていきます。

　※注意：
　　この科目は秋学期の国際コミュニケーションI‐IIと連続した内容なので、両方を通して受講してください。この授業は１
クラスあたり50名の人数制限があり、それ以上の希望者が生じた場合はくじ引きで履修者を制限しますので、必ず初回の
授業に出席してください。
　　また、外国語学部中国語コースの学生、及び母語が中国語の学生は履修できません。単位を取得しない聴講は可能
ですが、既習ではない新たな言語経験こそが長い目で人生にプラスになるので、未経験の語学に挑戦することをお勧めし
ます。同様に中国語の学習経験者は最初から国際コミュニケーションII‐Iを履修するか未経験の語学を選択してください。
　　この授業は声を出しての発音や対話の実践練習が主ですので、基本的に毎回指名されるものと考えてください。

2. 授業の到達目標
　・声調の感覚及び正確な発音と、中国語の発音記号：ピンインを習得する。
　・基本的なフレーズを身につけ、挨拶や自己紹介など初歩的なコミュニケーションができるようになる。

3. 成績評価の方法および基準
　中間テスト・期末試験を７０％、授業内の小テスト及び授業への積極的な参加などの平常点を３０％として総合的に評価
します。詳細は授業初回に担当教員より説明します。

4. 教科書・参考文献
教科書
　相原茂・蘇紅　『初級中国語　きっかけ24』　朝日出版社
　今学期は上記教科書を徹底的に利用してください。中国語の学習のコツなどについての参考書などは学習の進歩に伴
い適宜紹介していきます。

5. 準備学修の内容
　春学期は復習に重点を置き、授業で学んだ発音やピンイン、単語や例文を教科書付属の音源を活用し繰り返し耳で聴
き、手で書き、声を出して練習し身につけてください。学習の進歩に伴い授業前に教科書の新出単語の発音練習、本文及
び語法ポイントの例文の意味を事前に調べ、練習問題の答えをノートに書くなど予習を行った上で授業に臨むようにしてく
ださい。

6. その他履修上の注意事項
　中国語の場合、開始早々の発音の習得が初級における唯一にして最大の難関です。授業への出席は必須であり、授業
時間外の自主練習・予習復習が不可欠です。語学習得は練習量に比例するため、授業時間だけでは練習量が足りませ
ん。授業時間外の学習、特に今学期は教科書付随音源を活用しての音読を繰り返し練習してください。

7. 授業内容
【第１回】 　イントロダクション・発音編Lesson１
【第２回】 　発音編Lesson２
【第３回】 　発音編Lesson３
【第４回】 　発音編Lesson４
【第５回】 　Lesson５　在校園(１)　キャンパスで(１)
【第６回】 　Lesson６　在校園(２)　キャンパスで(２)
【第７回】 　Lesson７　在学生食堂(１)　学食で(１)
【第８回】 　Lesson８　在学生食堂(２)　学食で(２)
【第９回】 　中間まとめ
【第10回】 　Lesson９　在浅草(１)　浅草で(１)
【第11回】 　Lesson10　在浅草(２)　浅草で(２)
【第12回】 　Lesson11　在便利店　コンビニで
【第13回】 　Lesson12　在珈琲館　喫茶店で
【第14回】 　Lesson13　在電器店　電気店で
【第15回】 　総まとめ

　＊教員によって授業進度は多少の変動があります。


